
しまなみ海道の島々の形状を反復して取り入れることで、 地域独自の
アイデンティティを際立たせ、 建築全体のデザインに統一感をもたらす。

掛ける操作

CONCEPT

「Mariage （マリアージュ）」 とは、 本来別々だった存在があたかも
一体となるように調和し、 新たな価値を生み出すことを意味する。
本計画では、 昔からあるものの立地条件などにより人が訪れにくい
観光資源に対し、 建物を “マリアージュ” させることで、 観光資源
としての持続性を高めることを目指した。

 具体的には、 しまなみ海道と直接つながっていないため来訪者が
少ない岩城島の積善山を対象地とし、 そこにある積善山展望台へ
四則演算を操作原理とした増築計画を提案する。

　地域の独自性やブランド性を際立たせるために、 必要な要素を
「足し」、 不要な要素を 「引き」、 地域の魅力を 「掛け」 合わせ、
機能を最適に 「割り」 振ることで、 複合施設を設計し、 観光資源
としての新たな価値を創出する。

　また、 積善山の斜面や桜といった既存の自然環境を最大限に活
かすことで、 柔軟性と持続性を両立し、 来訪者がしまなみ海道の
島々の自然や文化を深く体験できる空間を形成することで、 これま
で人が来にくかった場所を魅力ある観光拠点へと再生させ、 持続
させることを狙いとしている。

引く操作足す操作

割る操作

増築自体が新たな観光価値を
「足す」 要素となり、 階段を
多用して斜面に沿わせることで、
元の自然環境を壊さずに機能
を追加する。

スリット使用した設計や斜面下向
きに開放する設計を行い、 視線
や風景を “切り取る” ことで、
周囲の景観をより印象的に演出
する。

尾根の地形を活かし ,
ホテルの機能とカフェ、
展望台、 足湯の機能
を “分割” し、 各島
型の建物ごとに島の歴
史や文化を振り分ける
ことで、 しまなみ海道
を身をもって感じられる
ようにし、 より深い観光
体験を提供する。
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しまなみの複合施設




